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駐車車両は、子供の姿を隠しています

あぶない

違法駐車問題
1～3ページに掲載

特 集奪うー命

止めるー交通

滞るー経済活動

四

十

六

万

人

に

大

迷

惑

違
法
駐
車
を
無
く
そ
う

車
を

運
転

し
て
い

て

、
道
路

に
駐

車
し
て

い

る
車
が
じ

ゃ

ま
で
通

り
に

く
い

と

い

う
経
験

を
、

多
く
の

人
が

し
て
い

る
と

思
い

ま

す
。

歩
行

者
に
と

っ
て

も
、
歩
道
に

乗
り

上
げ

て
駐

車
し
て

い

る
車
は

、
通
行

の
妨

げ

に
な

り
ま

す
。

違
法

駐
車

は
、
交

通
渋

滞
に
よ

る
経
済
的

損
失

だ
け
で

な

く
、
人

命
も

脅
か

さ
れ

る
な
ど

、
市

民

生
活
上

大

き
な
マ

イ

ナ
ス

要
因

に
な
っ

て
い

ま
す

。

７

月
１
日

に
「

自
動

車

保
管
場

所
法
（
車
庫

法

）
」
が
改
正

さ

れ
た
の

を
機

に
、

違
法

駐

車
に
つ

い
て

考
え
て

み

ま
し
た

。

日
本
国
内
で
は

、
現
在
約
六

千
万
台
の
自
動
車

が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
や
国
民
二
人
で

一
台
の
車
を
持
っ
て
お
り
、
私

た
ち
の
生
活
は
、
車
な
し
で
は

成
り
立
だ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

松
戸
市
民
の
自
動
車
保
有
台

数
は
、
約
十
三
万
七
千
台
（
平

成
２
年
３

月
末
現
在
）
。全
世
帯

数
は
約
十
五
万
七
千
世
帯
で
す

か
ら
、
市
・
二
世
帯
に
一
台
の

割
合
で
自
動
車
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

道
路
な
ど
の
社
会
的
基
盤
が

未
整
備
の
ま
ま
、
急
速
に
車
が

増
え
た
た
め
、
車
社
会
の
ひ

ず

み
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

交
通
事
故
を
け
じ
め
、
交
通

渋
滞
に
よ
る
都
市
機
能
の
ま
ひ

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
か
で
も
違
法
駐
車
は
、
交

通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
だ
け
で

な
く
、
消
防
・
救
急
活
動
な
ど

の
妨
げ
に
も
な
り
、
市
民
生
活

に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

国

も

法

律

を

改

正
し

取

り

締

ま

り

を

強
化

昨
年
一
年
間
の

県
内
の
違
法

駐
車
取
り
締
ま
り
件
数
は
、
約

十
二
万

五
千
件
で

、
全
国
ワ

ー

ス
ト
６
．

駐
車
問
題

が
深
刻
化
す
る
む

か
で

、
国
は
今
年
１

月
に
道
路

交
通
法
を
改
正
。
駐
車
違
反
の

反
則
金
を
引
き
上
げ
た
ほ
か
、

運
転
者
ば
か
り
で

な
く
使
用
者

責
任
も
問
う
な
ど
、
厳
し
い

内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
７
月
１
日

か
ら
は
車

庫
法
も
改
正

さ
れ
、
自
動
車
保

管
場
所
に
つ
い
て

の
取

り
締
ま

り
が
一
層
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
２

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

駐
車
場
の
整
備
・
増
設
も

大
き
な
課
題
で
す

も
ち
ろ
ん
交
通
法
規
の
強
化

だ
け
で
は
、
根
本
的
な
解
決
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ

バ
ー
が
正
し
い
モ
ラ

ル
を
持
ち
、
法
律
を
守
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
と
民

間
と
が
力
を
合
わ
せ
て
駐
車
場

の
供
給
を
図
る
こ
と
も
、
問
題

解
決
に
欠
か
せ
な
い
課
題
で
す
。

市
内
で
も
市
街
地
や
住
宅
地

を
中
心
に
路
上
駐
車
が
多
く
、

狭
い
道
路
で
は
緊
急
車
両
も
活

動
で
き
な
い
状
況
が
、
各
地
域

で
慢
性
的
に
み
ら
れ
ま
す
。

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

昭
和
5
8年
、
松
戸
駅
周
辺
を
駐

車
場
整
備
地
区
（
約
四
十
八

お
）

と
し
て
都
市
計
画
決
定
。
公
共

駐
車
場
の
整
備
も
行
っ
て

き
ま

し
た
。

ほ
か
の
地
域
に
つ
い
て

は
、

ま
ち
づ
く
り
指
導
要
綱
な
ど
に

よ
り
、
駐
車
施
設
の
設
置
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
住
宅
地
な
ど
の
民

間

駐
車
場
の
整
備
は
、
地
価
高
騰

の
影
響
を
受
け

、
思
う
よ

う
に

進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

で
は
市
内
で
の

路
上
駐
車
の

実
態
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

次
ペ
ー
ジ
以
下
で
実
態
調
査
の

結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

－
常盤平地区は昼・夜とも路上

駐車ワースト１。常盤平団地では、

両側駐車が慢性化してい ます

(路上駐車実態調査で)

新松戸

大槻 弥恵さん

私の住むマンションの裹の道路は、車

を歩道に乗りあげたうえ、両側に駐車さ

れるので困っています。

新松戸駅が近いので、車を朝乗り捨て

て通勤するらしいんです。子供たちがよ

く道路を横断するので、とても心配です。

わたしの夢
相田和宏くん(相模台小学校３年)

ぼくは、家をたてる人になりたいです。そ

れは、組みたてるのがすきだからです。そし

て、広い土地にたくさんの家を作つていきた

いです。その家はお年より や､目のふ自由な人

でもすめる、気もちのよい家を作つます。 自 慢の家を建てる和宏く ん

広報まつど
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第７５８号

２月８日・９日 の昼と夜 市内全域で

路上駐車実態調査を実施

住民の警告を無視して長期間放置

されたままの車両(常盤平地区で)

市
は
今
年
２
月
８
日
・
９

日

の
二
日

間
、
市
内
の
路
上
駐
車

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
実

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
駐
車
問
題
の
解
決
策

を
探
る
た
め
、
基
本
的
な
数
値

を
つ
か
も
う
と
行
っ
た
も
の
。

今
回
の
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

昼
間
と
夜
間
の
路
上
駐
車
状
況

を
、市
内
全
域
に
わ
た
り
、
も
れ

な
く
調

べ
た
こ
と
で

す
。

昼
間
調
査
で
は
、
駐
車
台
数
・

危
険
個
所
駐
車
車
両
・
長
期
放

置
車
両
の
実
態
を
、
夜
間
調
査

で

は
、
車
庫
代
わ
り
路
上

駐
車

の
実
態
を
把
握
し
ま
し
た
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
市
内

全
域
を
百
三
十
四
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
市
道
・
県
道
の
全
道
路

を
対
象
と
し
、
市
職
員
な
ど
延

べ
九
百
十
四
人

が
調
査
に
当
た

り
ま
し
た
。

危

険

を

招

く

住

宅

地

で

の

違

法

駐

車

調
査
の
結
果
、
市
内
の
昼
間

の
路
上

駐
車
台
数
は
一
万
六
千

七
百
八
十
九
台
。
夜
間
の
車
庫

代
わ
り
路
上
駐
車
台
数
は
一
万

九
千
五
百
二
十
七
台
。
昼
間
よ

り
夜
間
が
約
二
千
七
百
台
多
く

な
っ
て

い
ま
す
。

市
内
を
八
十
四
地
区
に
分
け

て

分
析
し
た
結
果
、
地
区
別
で

み
る
と
、
昼
間
は
①
常
盤
平
②

新
松
戸
③
小
金
原
④
松
飛
台
⑤

上
本
郷
の
順
に
多
く
、
夜
間
は

①
常
盤
平
②
小
金
原
③
新
松
戸

④
六
高
台
⑤
上
本
郷
の
順
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
、
駅
周
辺
及
び
工
業

団
地
周
辺
な
ど
で
は
、
仕
事
が

ら
み
の
駐
車
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
夜
間
は
、
特
に
住
宅
地

域
で
の
路
上
駐
車
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

市
内
の
路
上
駐
車
は
、
駅
周

辺
部
は
も
と
よ
り
、
住
宅
地
域

や
工

業
地
域
に
ま
で

及
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

長

期

放

置

車

両

に

対

し

、

警

告
・
移
動

命

令

を

強

化

今
回
の
調
査
で
は
、
長
期
路

上
放
置
車
両
が
約
四
百
台
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
盗
難
車
も
あ
り

ま
す
が
、
大
半
が
乗
り
捨
て
ら

れ
た
車
両
で

す
。

夜
間
は
約
二
万
台
が
路
上
駐
車

運
転
者
の
マ
ナ
ー
で
避
け
た
い

危
険
個
所
へ
の
駐
車

こ
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
警

察
と
協
力
し
て

、
所
有
者
を
調

査
し
、
自
主
的
に
処
分

す
る
よ

う
強
力
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

交
差
点
内
や
横
断
歩
道
上
へ

の
駐
車
な
ど
は
、
交
通
渋
滞
や

交
通
事
故
を
誘
発
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
危
険
個
所
へ
の

違
法
駐
車
も
目
立
ち
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は

、
事
故
誘

発
性
の

高
い
場
所
（
交
差
点
内
・

横
断
歩
道
上
）
で
の
駐
車
が
二

百
四
十
一
カ
所
。
歩
行
者
の
迷

惑
に
な
る
歩
道
乗
り
上
げ
駐
車

は
二
百
三
十
九
カ
所
。
消
防
活

動
の
障
害
に
な
る
消
火
栓
上
駐

車
が
八
十
一
カ
所
も
あ
り
ま
し
た

以
上
が
調
査
結
果
の

概
略
で

す
が
、
市
と
し
て

も
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で

、
違
法
駐
車
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
に
当
た
り
、
各
町
会
・
自

治
会
や
交
通
安
全
団
体
の
皆
さ

ん
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き

ま
し
た

。

憇
松
戸
警
察
署
四
6
9
1
0
1
1

0
番
、
松
戸
東
警
察
署
｛
1
4
9
j

0
1
1
0

番
、
市
役
所
安
全
課

安
全
係

夜間も全地域で調査を実施（新松戸地区で）

路上駐車
対 策

に乗り出す

日曜日 の新松戸駅周辺も､違法駐車が目 立ちます

新
松
戸
町
会
連
合
会
（
渡
辺
泰
助
会

長
）
で
は
、
町
会
役
員
が
町
内
を
巡
回

し
、
違
法
駐
車
車
両
に
は
警
告
を
行
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
街
を
住
み
よ
く
す
る
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必

要
で
す
。

安
全
課
で
は
警
告
ス
テ
ッ
カ
ー
を
用

意
、
希
望
す
る
町
会
な
ど
へ

お
配
り
し

て
い
ま
す
。

車
庫
法

が
改
正
に
（
７
月
１
日
か
ら
）

青空駐車の罰金 「３万円以下」から「20万円以下」に引き上げ

保管場所(車庫)とすることができる基準が
明ら かに

■使用 の本拠地(自宅 等)と

車庫と の距離は２ゆ以内。

■車庫 か自 動車の出入りに

支障 のないこ と。

保管揚所が変わったとき、届け出が必要に
なります

・ 車庫 を変えたと きは、管 轄の警察署長 へ届け出を。

・ 軽自 動車を購入したときも 届出が必要で す。

( 東京23区・大阪市に限る)

公安委員会は、車庫の管理者などに報告･資

料の 提出を 求 めるこ と があり ます

保管場所標章（ステッカー）の張り付け

■ 車庫証明およ び届け出を

すると標章 が交付され、

自 動 車の後 部に表示する

ことになり ます。

保管場所がない自動車は、運行できません

罰金が引き上げられました

■罰 金額が、「３万円以下」から「 最高20万円以 下」に引

き 上げ。
・ 車庫 の変 更届を怠つたり、虚 偽の申告を すると処罰

されます。

地
価
の

安
定
と
有

効
な
土
地
利
用

を

特
別
土
地
保
有
税
を
強
化

平
成
３
年
度
か
ら
地
価
の

安
定
と
土
地
の
有
効
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
松
戸
市

を
含
む
三
大

都
市
圏
の
特
別

土
地
保
有
税
の
基
準
面
積

が

引
き
下
げ
ら
れ
、
免
除
の
対

象
が
縮
減
さ
れ
ま
し
た
。
改

め
ら
れ
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

免
税
点
の
引
き
下
げ
・
＝
五

千
平
方
肩
以
上
た
っ
た
基
準

面
積
が
、
千
平
方
肩
以
上
に

引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

免
除

制

度
の

対

象

の

縮
減

・・
・
青
空

駐

車

場
や

資

材

置
き

場

な
ど

の
用

途
に

使

用
し

て

い

た

土

地
は

、
免

除
の

対
象

か

ら

除

外

さ
れ

ま

す

。

対

象
・
＝
取

得
分
＝

平

成
３

年
４

月
１

日

以

後

に

土

地

を

取

得
し

た

個
人

ま

た
は

法

人

保

有

分
＝

昭

和
6
1
年
１

月
１

日

以

後
に

取

得
し

た
土

地

を

平

成
４

年
１

月
１

日
に

保
有

し

て

い

る
個

人

ま

た

は

法
人

特
別
土
地

保
有
税
（
取

得
分
）

８
月
3
1日
ま
で
に
申
告
納
付
を

７

月
１
日
は
特
別
土
地
保

有
税
（
取
得
分
）の

基
準
日
で

す
。
対
象
者
は
８
月
3
1日
出

ま
で
に
申
告
納
付
を
し
て

く

だ
さ
い
。

対
象
・
＝
①
平
成
２

年
７

月

―
日
～
３
年
６

月
3
0日
の
間

に
、
市
内
の
土
地
を
合
計
で

五
千
平
方
討
以
上
取

得
し
た

個
人
ま
た
は
法
人

②
平
成
３

年
４

月
１
日
～
６
月
3
0日
の

間
に

、

市
内

の

土

地

を

合
計

で

千

平

方

び
以

上

取

得
し

た

個

人

ま

た
は

法

人

税

額
・・
・
土

地

取

得

価

額
に

三

％

を

乗
じ

た

額

か
ら

不

動

産

取

得

税
相

当

額

を

控
除

し

た

額申

告

納
付

期

限
・
＝
８

月
3
1

日

出

圜

税

制

課

諸
税

係

今
月

の
納
期
は

奉
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
二

期
）

納
期
限
・：
７
月
3
1日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す

安
全
・
確
実
な
口

座
振
替
の
ご
利
用
を

手数料・保険料・各種税み
ん
な
の
力
で
の
ば
そ
う
地
下
鉄
1
1
号
線



1991 年(平成３年)７月５日

ベテラン･ドライバーさん。心に初心者マークを
もう１ 度、免許を取り直 す気持ちで、駐停車禁止場所の確認をしてみませんか。

駐停車禁止場所駐停車禁止場

所

●上図以外でも夜間８時間以上、昼間12時間以上連続し

て駐車すると自動車保管場所法の違反になり ます。

●駐停車違反 点数 反則金(普通車)

駐停車禁止場所等 ３点18,000 円

駐 車 禁 止 場 所 等 ２点15,000 円

地域でも

土曜日の夜の巡回。消火栓から

５ｍ以内は駐車禁止です

警告ステッカ

ーには、町会

名を記入して

移動を促しま

す

違法駐車

７つの大罪

①道路 を狭 め、 交 通流 量を 低

下さ せる 。

②交 通の 流れを 乱し 、 円滑 な

通 行の妨 げ にな る。

③適 法な 駐停 車の 秩序 を乱 す。

二 重 駐停 車な ど、違 法 駐車

が 違 法駐 車を招 きます。

④追突 や 交差点 事 故の 誘因 を

つく る。 運転 者が 違法 駐車

車 両 に気 を とられ 、追 突や

交 差 点で の右左 折事 故 を誘

い ます。

⑤歩行者事故の大きな要因に

なる。歩行者の事故原因は

飛び出しが多く、次いで駐

車車両の直前直後からの横

断による事故です。

⑥緊急車両の活動を妨げる。

特に狭い道路では、消防車

や救急車の活動の障害にな

ります。

⑦道路維持作業の障害になる。

道路の補修・清掃作業が妨

げられます。

市長の窓

７月６日に再開発事業の起工式が行われる

北小 金駅南口 地区

久
し

振

り
に

私

の

身
辺

も

含
め

て

、

近
況

を

報

告
い

た

し
ま

す

。

広

報

の

毎
月
2
0
日

号
に

登

載

さ

れ
て

い

た
「
市

長
の

窓

」

に
つ

い

て

、

生
活

情

報
欄

か

充

実
す

る

な
ど

紙

面

を
刷

新

す

る
た

め

、
毎

月

５

日

号

に

変

更
し

た
い

と

広
報

課
か

ら

話

が
あ

り

ま
し

た

。

お

お

か
た

の

皆

さ
ん

が
毎

月
2
0
日

を

ご
承

知

の
こ

と

で

す
か

ら

、

今
更

日

を

変
え

る

の

は

果

た
し

て

ど

う
か

な

と

思
い

ま

し
た

が
、

担
当

課

の

意
向

を

酌
ん

で

そ

れ
に

従

う

こ

と

に

し
ま

し

た

。

今

後

も
執

筆

を

続
け

た

い

と
思

い

ま
す

の

で

、

ご
了

承

く
だ

さ

い

。

文
化
会
館
・
博
物
館
な
ど

文
化
施
設
の
建
設
を
は
じ
め
、

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の

主
な
事
業
は
、
お
お
む
ね
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

新
松
戸
に
で
き
る
音
楽
ホ

ー
ル
は
、
設
計
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
遅
く
も
来
年
に
は

着
工
の
運

び
と
な
る
で
し
ょ

千
駄
堀
に
造
成
中
の
二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
に
つ

き

ま
し
て
は

、
皆
さ
ん
の

ご
期

待
に
こ
た
え
る

べ
く
、
一
日

も
早
い

開
放
に
向
か
っ
て

鋭

意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
用
地
の
一
部
未
解
決

や
ト
イ
レ
汚
水
管
整
備
、
駐

車
場
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、

残
念
な
が
ら
す
ぐ
に
は
開
放

出
来
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題

を
早
期

に

解
決
し
て

、
な
る
べ
く
早

い
時
期
に

開
放
で

き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て

、
ご
み
問
題
に
つ
い

て
で

す
が
、
遠
く
の

他
の
自

治
体
に
頼
っ
て
い

る
最
終
処

分
場
（
燃
や
せ

な
い

ご
み
や

焼
却
灰
の
埋
め
立
て
地
）
の

確
保
に
つ
い
て
、
大
変
難
渋

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、

す
で
に

ご
報
告
申
し
上
げ
た

通
り
で

す
。

去
る
六
月
五
日

、
福
井
県

敦
賀
市
長
が
見
え
ら
れ
、
も

う
松
戸
の

ご
み
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
、
明
日
か
ら
搬
入

を
や
め
て

も
ら
い
た
い
。
自

分
の
所
の

ご
み
は
、
自
分
の

市
域
内
で
処
理
す
べ
き
だ
と
、

強
硬

な

申

し
入

れ

が

あ
り

ま

し

た

。

松

戸

の

現

状
や

、

努
力

し

て

い

る

状
況

を

お

話
し

し

ま

し

た

が
、
納
得

を
得
ら

れ
ま
せ

ん

で

し
た

。
胃

の

痛

く
な

る

よ

う
な
、
深
刻
な
事
態
で
す
。

北
小
金
駅
南
口
の
駅
前
広

場
や
道
路
を
拡
幅
整
備
す
る

再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
明
六
日
着
工

の
は
こ

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
関
係
権
利
者
の
皆

さ
ん
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

完
成
の
暁
に
は

、
便
利
と

な
り
駅
前
の
面
目
も
一
新
す

る
で
し
ょ
う
。
平
成
五
年
度

中
に
は
完
成
す
る
で
し
ょ
う
。

高

塚
に

あ
る

国

立
松

戸

病

院
の

統

廃

合
（
国

の

計
画

）
に

伴
い

、
市

が
こ

の

施

設
の

払

い

下

げ

を
受

け

、

高

齢
化

に

備

え

た
福

祉

と

老
人

医

療

の

セ

ン

タ

ー
と

す

る

計
画

に
つ

い

て

は

、

基

本

的
に

国

の
了

解
も
得
ま
し
た
の
で

、
具
体

化
に
向
け
て
、
市
役
所
内
に

こ
の
四
月
か
ら
開
設
準
備
室

を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
中
に
は
、
二

つ
目
の
市

立
病
院
と
し
て
発

足
の
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
主
要
施
策
に
つ

い
て

は
、
時
宜
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
も

っ
と
詳
し
く
報
告

す
る
つ
も
り
で

す
。

私

は
孫
が
三
人
に
な
り
ま

し
た
。
去
る
四
月
三
十
日
、

次
男
の
嫁
が
男
の
子
を
出
産

し
た
か
ら
で

す
。

お
か
け
さ
ま
で
、
母
子
と

も
に
健
康
で

す
。
丈
夫
で
素

直
な
子
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
、

そ
れ
が
何
よ
り

だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

近

況

報

告

宮
間
満
寿
雄

歯
を
大
切
に

体
の
入
り
口
で
が
ん
予
防

い
ま
人
類
に
と
っ
て
最
大

の
脅
威
は
、
が
ん
で

あ
る
こ

と
は
だ
れ
も
が
認
め

る
と
こ

ろ
で

は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

考
え
の
も
と
に

、
が
ん
検
診

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が

発
見

さ
れ
た
と
き
に
は
す
で

に
手
遅
れ
だ
っ
た
り
、
転
移

し
た
り
し
て
い

る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ん
の
原
因
の
約
七
割
は

食
事
と
喫
煙
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
発
が
ん
物

質
は
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全

く
体
の
中
に
入
れ
な
い
よ
う

に
す
る
の
は
不
可

能
で
し
ょ

し
か
し
最
近
、
唾
液
が
発

が
ん
性
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
唾

液
中
の
酵
素
が
発
が
ん
毒
性

を
消
す
働
き
を
持
っ
て
い

る

か
ら
で
す
。

よ

く
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
唾

液
は
た
く
さ
ん
出
ま
す
し
、

ゆ
っ
く
り
噛
め
ば
そ
れ
だ
け

食

べ
物
が
長
い
時
間
唾
液
に

触
れ
て
い
て

、
唾
液
の
酵
素

が
発
が
ん
性
を
少
な
く
し
て

く
れ
る
わ
け
で

す
。

も
ち
ろ
ん

、
そ
の
た
め
に

は
歯
が
噛
め
る
状
態
に

な
っ

て
い
な
い
と

話
に
な
ら

な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
歯
科
健
診
に
も
、ご
参
加
く
だ

さ
い



第 ７５８ 号

羽
ば
た
け
！
思
い
や
り

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

松
戸

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
き

っ
か
け
や
参
考
に
な

れ
ば
と

、
市
内
在
住
の
中
・
高

校
生
を
対
象
に
、
青
少
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
室
を
開
催
し
ま
す

定
員
…

先
着
三
十
人

費
用
…

無
料

惠
７
月
６
日
出
～
1
0日
團
の
間

に

、
電
話
で

市
社
会
福
祉
協
議

会
四
6
8
1
0
5
0
3
番
へ

ふれあい の中から ボランティアの心が(昨年の教室から)

栄
町

田
畑

教
子
さ
ん

将
来
、
福
祉
関
係
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
去
年
、
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教

室
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
て
み
る
ま
で
は
、
自
分
に
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
不
安
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
、
多
く
の
得
が
た
い
経
験
が
で
き
、
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
福
祉
の

道
へ

進
む
決
意
が
固
ま
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
人
ご
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

期 日 内 容 時 間

7/22(1月)

開講式･ 福祉映画

オリエンテーション「ボラン

ティアつて何だろう」

午後

う眄30分

Ｓ

３時30分
23(火)

車いすの扱い方

ｶﾞｲ ﾄﾞﾍﾙ ﾌ に゚ついて

2杤 特別養護老人ホーム｢南花園｣

体験学習(※２班に分けます)

午前10時～

午後３時25休

26宙 ミニ手話教室
午後塒3吩

～3 時3竕

29(月)

身体障害者通所授産施設

｢いぶきの広場｣体験学習

ユニークダンスパーティー

閉講式

午前10時

Ｓ

午後３時

夏休み親子市政見学会

参加者募集糺＼づ

親子で市政にふれるよい機会です

日

時
・：

７

月
3
1
日

、
８

月
７
日
・
2
1日
・
2
8日
の
各

水
曜
日
、
午
前
９

時
～
午
後

３

賤コ

ー
ス
・・・
市

役

所
（
集

合

）

～

市

民

会
館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

室

～
公

設

地

方

卸
売

市

場

南
部
市
場
～
消
防
訓
練
セ
ン

タ

ー

～
小

金

原

市
民

セ

ン

タ

ー
（
昼
食

）
～

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ
ー
～
市
役
所
（
解
散
）

定

員

…

二

十

人

（
応

募

多

数
の

場

合
は

抽

選
）

費

用

…

無

料
（
昼

食
持

参

）

惠

７

月
1
8
日

閑

必
着

で

、

往

復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
日

（
第

二

希
望

ま
で

）
・

住

所
・

親

子

の

氏
名

・

年
齢

・

電

話

番

号

を

記
入

し

二

組

一
枚

）
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
ー

五

松

戸

市

役
所

広

報

課
へ

趣
味
を
ぶ
や
そ
う

夏

休

み

青

少
年

教

室

会場：青 少 年 会 館 本 館

教室名(定員) 日 時
費 用

(教材費)
講 師

バドミントン教室

(小3以上30人)

7/24圉･2閼･27出

･31團

8/2廊･3出･7團

･8附

午後1時
～3時

1,〔}00円
松戸市バドミントン協会

山本 佐和子氏

ミニバスケツト教室

(小3以上30人)
午前9時

～11時
50(〕円

松戸市ﾊﾞｽｹｯﾄ ﾎﾞｰﾙ協会

松田 充 彦氏

体 操 教 室
(小3以上30人)

午前1鴨

~午後勁
60(〕円

松戸市健康体操連盟指導者

協議会 梶野 真由美氏

パンフラワー教室

(小3以上20人)

午後1時

～3時

2,000円
ﾐ ｶﾞﾎﾝｱｶ ﾃﾞﾐｰ

田 中 元 子氏

作 曲 教 室

(小3以上20人)
1,5〔}o円

日本作曲家協会

佐 藤 亘 弘氏

木工作教室

(小3以上20人)

1,000円

松戸少年少女発明クラブ

柴田姜親氏

日 本 画 教 室

(小3以上20人)

午前

９時3膀

S
I慟30分

丹 青 会

渡辺 芙美恵氏

家 庭 科 教 室

｢手編み･刺しゅう･

花･茶｣
(小3以上20人)

2,000円
松戸市婦人ﾌﾞﾙｰﾌ 連絡会

鰐 部 啓 子氏

七 宝 焼 教 室

(小3以上20人)

7/2豺)･26固･2Z出、

8/2圀･3圉･8困

･9忠･10出

2,500円

七宝工芸作家

藤本 三千子氏

手 品 教 室
(小3以上20人)

7/24團･25沐)･28(Eﾖ)

･31困､8/2 訃4 旧)

･7 淤8 休)

松戸奇術会

岩田 やすし氏

対

象

市
内

在

住

・

在

学
の

青

少

年
で

初
心

者

圉

７

月
1
4
日

収

必

着
で

、
往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・

学
校

名

・

学

年

・
希

望

教

室

名

二

人

一

教

室
）
を

記
入

し
て

、
〒
2
7
0松

戸

市

新
松

戸

南

ニ
ー

ニ

松

戸

青

少

年
会

館

（
公

4
4－
8
5
5
6

番

）
へ

※

直

接
来

館

し
て

の

申
し

込
み

も

受
け

付

け

ま

す

（
返

信
用

ハ
ガ
キ
持
参
）
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り

ま
す

。

会
場
量
目
少
年
会
館
樋
野
口
分
館

教室名

(定員)
日 時

費用(教材費) 講 師

さいほう教室

(ﾉ｣似 上20人)
7/2訪･

25内･27

出･3飭

8/2惣･

3剴･6

詢･8内

午前

9時珊

S

I慚30分

1,剛円
第一青藍会

稲 本達 子氏

折り 紙教室

(/』似 上2叺)
屁円

松戸折り紙サークル

島 村 芳 子氏

夏休みの市民会館プラネタリウムで

満天の星を眺めよう！

７

月
2
4日
伽
～
８

月
3
1日
出

の
夏
休
み
期
間
中
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
は
毎
週
水
・
木
・
土
・

日
曜
日
に
投
影
さ
れ
ま
す
。
時

間
は
表
の
と
お
り
で
す
。

費
用
＝・
三
歳
～
中
学
生
上

二

十
円
、
高
校
生
以
上
＝

五
十
円

圜

市
民
会
館
四
6
8－
1
2
3
7

番

さ
そ
り
座

わ
し
座

投 影 時 間

曜 日 水・木 土・日

１回目 - 午 前10時
から

２ 回目 午後１時30分から

３ 回目 午後３時30分から

戦

没

者

の

遺

族

の

皆

さ

ん

へ

特

別

弔

慰

金

を

支

給

し

ま

す

戦
没

者

等
の

遺

族

（

戦
没

者

死
亡
当

時
の

三
親

等
内

の

親

族

）

で

、
次

の

要

件

を
満

た

す
人

に

特
別

弔

慰

金

（

額
面

十

八
万

円

の
国

債
）

が

支

給
さ

れ

ま

す
。

対

象
・
＝
①

昭

和
6
0
年
４

月
１

日
～

平

成

元

年
３

月
3
1
日

の

開

に

、
公

務

扶

助
料

、
遺

族

年

金
等

の

受
給

権

者

が

遺
族

内
に

い

な

く

な

っ
た

人

②
昭

和
6
0
年
４

月

２

日

～

平

成
元

年
４

月
１

日

の

間
に

、
戦

傷

病

者
戦

没

者

遺
族

等

援
護

法
に

よ

る
弔

慰

金
の

受

給
権

を

取

得
し

た
人

請
求

期

限
・
こ
平

成
４

年
６

月

2
7日

頸

援

護

課

社

会

係

毒

物

劇

物

取

扱

者

試

験

７

月
3
0
日

㈹

会

場

県

立
衛

生
短
大
（
千
葉
市
若
葉
ニ
ー
一
〇

―
一
）
受
験
資
格
満
十
八

歳
以

上

の
人

願

書

受

付

７

月

一
1
1
1
1

日

困

・
1
2
日

脂

に

、

新
都

市

ビ
ル
（
千
葉
市
中
央
四
ー
一
三

ー
二
八
）
一
階
ロ
ビ
ー
で

黯

県

衛

生

部
薬

務

課

｀
0
4
7

2
1
2
3－
2
6
1
8

番

税

務

署

の

窓

口

が

変

わ

り

ま

す
７

月
1
0
日

困

か

ら

、

税
務

署

の

窓

口

が

変
わ

り

ま

す

。

こ

れ

ま
で

は

、
所

得

税
は
「
所

得
税

部

門
」

、

法

人

税
は

「
法

人

税

・
源

泉

所

得

税

部
門

」

、

消

費

税

は

「
間

税

部
門

」

で

担

当
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ

れ

が

変

更
さ

れ

ま

す
。

新
し

い

窓

口

は

、

所
得

税
や

個
人

に

係
る

消

費

税
は

「
個
人

課

税

部
門

」

、

法
人

税

や

法
人

に

係

る

消
費

税

は

「
法

人

課

税

部
門

」

で

担

当

す

る
こ

と

に

な

り

ま
す

。

蠢

松
戸

税

務

署

｀
6
3
1
1
1
7

1

番

、
同

署

内

税

務
相

談

室
松

戸
分

嵳
1
6
7
j
5
4
1
6

番

お

め
で

と
う
結

婚
5
0
周
年

金

婚
夫

婦
に

お
祝

い
品

贈
呈

対

象
昭
和
1
6年
９

月
１
日
～

1
7年
８
月
3
1日
の
間
に
婚
姻
し

夫
婦
と
も
健
在
な
市
内
在
住
者

※

本
人
か
ら
の

申
請
で

贈
呈
し

ま
す
。

匣
了
月
2
0
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号

・
結
婚
年
月
日
・
町
会
名
を
記

入
し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四

ー
二
松
戸
第
一
生
命
ビ
ル
内
松

戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
a
6
8

j
0
5
0
3

番
）
へ

計
量

器
定

期
検

査

商
売
・
証
明
用
の
は
か

り
は
、

必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
家

庭
用
は
か
り
の
無
料
検
査
も
同

時
に
実
施
し
ま
す
。

開 記

８
／
５
ぼ

3
1圉

3
0㈲

2
4困
閔

フ
／
2
2の

期
日

中
部
小
学
校

松
飛
台
小
学
校

松
ヶ
丘
小
学
校

上
本
郷
第
二

小
学
校

常
盤
平
第
三
小
学
校

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

時
間

午
前
1
0時
～
正

午
と
午

後
１
時
～
３
時

持
ち
物
は
か

り
・
申
請
書
・
手
数
料

茴
消
費
生
活
課
計
量

係

く
ら
し

と

物
価
通

信

講
座

期
間
９
月
～
平
成
４

年
２
月

内
容

物
価
が
上
下
す
る
し
く
み
等

対
象

二
十
歳
以
上
の
県
内
在
住

の
人

定
員

百
五
十
人

費
用

無
料

惠
７

月
1
5日
㈲
～
８
月
５

日
㈲

〔
必
着
〕
の
間
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て

、
〒
2
6
0
j
9
1
千

葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
四
〇
号
県

庁
県
民
生
活
課
企
画
調
整
係
（
四

〇
4
7
2
1
2
3－
2
2
8
8

番
）

へ



1991 年(平 成３ 年) ７月５ 日

生きがい福祉事業団 会員募集

60歳以上のあなた

輝いてますか

私たちと一緒に働き ませんか

松
戸
市
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
で
は
、
高
齢
者
に

仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
能
力
を

社
会
に
生
か
す
と
と
も
に
、
充
実
し
た
老
後
を
送
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
常
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
未
就
労
の
六
十
歳
以

上
の
人
な
ら
、
だ
れ
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
あ
な

た
も
生
き
が
い

福
祉
事
業
団
で
楽
し
く
働
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

松
戸
市
生
き

が
い
福
祉
事
業

団
は
、
市
内
に
住
む
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
と
心
身
障
害
者
に

働
く
場
を
提
供
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
財
団
法
人
で

す
。

高
齢
者
事
業
部
門
に
は
、
現

在
千
三
百
十
四
人

も
の
人

が
会

員
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

年

間

千

七

百

三

十

三

件

の

仕

事

を
受

注

昨
年
度
、
事
業
団
の
高
齢
者

事
業
部
門
で
受
注
し
た
仕
事
の

件
数
は
、
千
七
百
三
十
三
件
で

、

就
労
人
数
も
延
べ
五
万
五
千
二

百
二
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

請
負
額
は
一
億
七
千
百
万

円
余

り
に
も
な
り
、
植
木
の
手
入
れ

や
大
工
・
左
官
な
ど
、
手
に
職

の
あ
る
人
た
ち
は
、
特
に
大
忙

し
の
状
態
で
す
。

仕
事
の
内
容
は

、
事
務
整
理

か
ら
家
事
手
伝
い
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
で

す
。

惠

顔
写
真
と
印
鑑

を
持
っ
て

左

表
の
施
設
へ

蠢

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
容
8
4

－
3
1
9
1

番

会員の登録が できる施設

地区名 受 付 場 所 受付日 時 間

松 戸 ながいき課 月～土

午

叉

矢 切 矢切老人福祉センタ ー

火～土東 部 東 部老人福祉センタ ー

馬 橋

馬 橋市民センター

馬 橋東 市民センタ ー Wに
常 盤 平 常盤平老人 福祉センタ ー

火～土小金･小金原 小金原老人 福祉センタ ー

新 松 戸 新松戸 市民 センタ ー

五 香六実 生きがい 福祉事業団 月～土

五
香

六

実

保
坂

佐
知

子
さ
ん

会
員
に
な
っ
て
六
年
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
外
に
出
て
仕
事
を
し
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
菓
子
の
箱
な
ど
を
主
に
作
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
き
れ
い
で
楽
し
い
仕
事

で
す
。
家
に
い
た
時
と
違
っ
て
、
い
ろ

ん
な
人
に
会
え
る
し
、
と
っ
て

も
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

児

童

手

当

の

申

請

は

も
う
お
済
み
で
す
か

小
学
校
入
学
前
（
昭
和
6
0年

４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
児

童
を
含
む
、
十
八

歳
未
満
の
児

童
二
人
以
上
を
養
育
し
て
い
て
、

前
年
の
所
得
が
制
限
額
未
満
の

人
に
は
、
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
月
額
…
児
童
二
人
目
＝

二
千
五
百
円
、
三
人
目
＝

五
千

円
（
以
降
一
人

増
え
る

ご
と
に

五
千
円
を
加
算
）

受
付
・：
援
護
課
・
市
民
課
・

各
支
所
の
窓
口
で

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

確
認
し
て
か
ら
申
請
し
て

く

女
性
問
題
に
関
す
る

論
文
を
募
集
し
ま
す

テ
ー
ー
マ
・
・
・
男
女
平
等
社
会
実

現
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

応

募

資
格
・
＝
市

内
在

住

・

存

勤

・
在

学
の

十

五

歳
以

上

の
人

匣
９
月
3
0
日
團
〔
当
日
消
印
有

効

〕

ま
で

に

、

四
百

字
詰

め

原

稿
用
紙
五
枚
程
度
（
別
紙
で
題

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
ま
た

は
学
校
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

添
付
）
を
直
接
圭
た
は
郵
送
で
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
ー
五

松
戸
市
役
所

婦
人
担
当
室
へ

市民会館

期 日 内 容 開演時間

7/7(1日) 万作踊り発表会 10:00

17團 東京バレエ馬橋研究所バレエ公演 ☆(前売り制) 18:00

1箍 カワイピアノコンサート ☆(前売り制) 18二30

2肛
松戸市放課後の子ども指導研究会
民族芸能「大地からの鼓動」 ☆（前売りのみ）

15二00
18:〔X)

21旧）
松戸手をつなぐ親の会映画会

｢花のズツコケ児童会長｣ほか☆(前売り制) Ｕ｜
23図

松戸親と子のよい映画を見る会
｢走れ／白いオオカミ｣ ほか ☆(前売り制) IM｜

2a日） 白ばら夏休み親子映画会
「山ねずみロッキーチャック」ほか

9:50
13:20

3腴 アドベンチャーミュージカル「宝島」 ☆（前売り制） １２
：００

１５：ＣＸ〕
8/4(1日) 松戸市合唱連盟合唱交歓会 12:30

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

周市民会館容68パ237～9番

市民劇場

期 日 内 容 開演予定時間
7/6山 コンサート 18:0(〕

11困
万葉集講座
新日本婦人の会映画会 ☆

10
18

〔X〕
30

12瀏 新日本婦人の会映画会 ☆ 13
16
18

50
10
30

13山 小金ＰＴＡコーラス音楽会 16:30

14(日) ピアノ・エレクトーン発表会
ピアノ発表会

匐
18

〔X〕
30

20(匐 ピアノ・エレクトーン発表会 15:(X⊃
21(日) 民謡発表会 9:30
2おり バイオリン発表会 14:0(〕
24伽 ピアノ発表会 13:CX〕
25困 カラオケコンテスト ☆ 18:30
2&動 ピアノ発表会 １０：〔)(〕

2a日） ピアノ・電子オルガン発表会
ピアノ発表会

13
1Z

CX〕
30

3(X火) ピアノ発表会 10:CX〕

31削 ピアノ発表会 拙 88
8/1 困 ピアノ・エレクトーン発表会 １６：３０
３山 ピアノ・エレクトーン発表会 15:CX〕
４(日) 民謡発表会 怕:30

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です。

周市民劇場S68-0070番

松戸駅市民ギャラリー

期間 ｱ/12cまで ｱ/1劉～1恕 7/20C±)～8/2R
東ギ

ャ

ラリ

ー

主 催 事 業

｢ 松戸市美術展

受 賞 作 品 展｣

紅 彩 会

日 本画作品展

小金原老人会書道ク

ラブ｢NHK学園生涯学習書道･水墨画展
」 入選作品展

西ギ
ャ
ラリ
ー

フォト サ ーク ル青馬

海外紀行 写真展

羇社会教育課成人教育係

文化ホールギャラリ

期 間 内 容
ｱ/7 旧)まで 欣石書道子ども展

９(火)～14(日)
｢ 家族の生活｣ 展 一家庭 の心を 社会に向けて

桂雅 会20周年鎌倉彫作品展

ｌａ火)～21旧)
第18回松戸書道教育連盟展

第24回 女性洋画教室作品展
24困～28(日) 第24回松戸市小中学校児童生徒席書展

31冰)～8/4 旧) 世界児 童絵画展

31CM～8/11(日) 平和パ ネル展

休 館 日 …月 曜日 ・祝日 ・年 末年 始

開館時間 …午前10時～午後６時( 初日と 最終日 は変更もあり ます)

黯文化ホールS67-7810 番

お は な し キ ャ ラ バ ン 入場無料3~9歳くらいが対象

期 日 時 問 会 場

7/5ffl

午後３時

Ｓ

４時

新松戸市民センタ ー

1肺 図書館本館

們内 松飛台市民センタ ー

19廊 小 金原市民センタ ー

26宙 馬橋市民センタ ー

でんわおはなしキャラバン(テレホンサービス)登63-9999 番

簡市立図書館S65-5115 番

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付

日

時

７

月
1
9
日

廊
午

前

９

時
～

午

後
３

時

と
2
0
日

出

午

前
９

時
工

１１
時

抽

選

・
販

売

日

時

７

月
2
0
日

出

午

前
1
1
1
1

一
時

か

ら
会
場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
金
ヶ
作
二
七
七
ー
四
）

台

数

・
価

格

三

十
台

・

一
台

五

千

円

～

一
万

一
千

円

交

通

五

香

駅

東

口
か

ら

新

京
成

バ
ス
「
小

新
山

行

き
」

で

、

新

栄
町

入

口

下

車

（

五
香

駅

午

前
９

時
3
0
分

・
3
9
分

、
1
0
時
４

分

発

が

あ

り

ま

す

）

″
抽

選

日
当

囗

（
2
0
囗

）

は

、

五

香

駅
東

口

午

前
1
0
時

発
の

事

業

団

マ
イ

ク

ロ

バ
ス

を

運

行

し

ま
す

（
迎

え
の

み

）
。

駐

車

場

が
あ

り
ま

せ

ん

の
で

車
で

の

来
場

は

ご
遠
慮

く

だ

さ

い

。

悠
一
生

き

が
い

福

祉

事

業
団
四
8
4

－
3
1
9
1

番

松
戸
市

土
地

開
発

公
社

・
松

戸
市

都
市

整
備

公
社

が
移

転

し
ま

し
た

移
転
先
松
戸
市
小
根
本
七
ー

一
〇
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
ニ

階

黯
松
戸
市
土
地
開
発
公
社
公
6
6

1
5
8
1
1

番
、
剛
松
戸
市
都

市
整

備
公
社｛
。
6
6
－
6
1
1
1

番

老

人
医

療
受

給

者
に
付

き
添

い
看
護

料
の

差

額
を
助

成
し

て

い
ま
す

老
人
保
健
法
に
よ

る
看
護
料

の
支
給
を
受
け
た
人

を
対
象
に

、

実
際
に
支
払
っ
た
看
護
料
と
の

差
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

支給対象者 １日当たりの助成額

現年度分市民税非課税世帯

の人
4,500 円以内

現年度分市民税均等割課税

世帯の人
3,500 円以内

限年度分市民税所得金額が生活保護基準の2.1倍以内の世帯の人
2,500 円以内

※年間90日を支給限 度とし ます。

愬

な
か
い

き
課
庶
務
係

ね

た

き

り

老

人

の

い

る

家

庭

に

手

当

を

支

給

し

ま

す

対

象
・・
・
現

在

市

内

に

居
住

し

、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
、
ま
た

は

外

国
人

登
録

原

票
に

登
録

さ

れ
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
人

で

、

家

庭
で

お
お

む

ね

六
ヵ

月

以
上
常
時
ね
た
き
り
状
態
の
人

受

給

者
＝
末

人

ま

た
は

介

護

者
支

給
月
額
＝
二

万
一
千
七

百

円

支

給

方
法
・
＝
年
三

回

、

銀

行

振

り

込
み

に

よ

る

※

ね

た
き

り

老

人
で

、
特

別

障

害

者
手

当

ま

た

は

経
過

措

置

の

福

祉
手

当

を

受
け

て

い

る

人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

黯

な

が
い

き

課

庶

務

係

国

民

健

康

保

険

料

の

支

払

い

は

口
座

振

替

で

国

民
健

康

保

険

加
入

者
が

、

公

平
に

保

険

料

を

負
担

す

る

こ

と

が

、
国

民

健

康

保
険

事

業
の

基

本

と
な

っ
て

い

ま

す

。

納
め

忘

れ

を
な

く

す

た
め

に

も

、

ぜ

ひ

便
利

な

口

座

振
替

を

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

憇

国

民

健

康

保

険
課

保

険
料

収

納

係

だ
さ
い
。

黷
援
護
課
援
護
係



第 ７５８ 号

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

催

し

物

７

月
は

「
社
会

を
明

る

く
す

る
運
動
」

強
調

月

間
で

す

市
で

も
期
間
中
、
左
表
の
よ

う
な
関
連
行
事
を
行
い
ま
す
。

日 時 会場 内 容

7/61 土)

午後１時30分

～２時30分

松戸駅西ロデッキ

松戸矢切高校吹奏

楽部の演奏による

広報活動

7/18'困

午前10時

～午後３時

市役所本館２階

内職相談室

保護司による青少

年更生保護相談

蠢
援
護
課
庶
務
係

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会
７

月
1
8
日
叩
1
9

日

脂

、
午

前

り
時

～

午
後

４

時
3
0
分

（
1
9日

は
午

後
４

時

ま
で

）

会

場

総

台
福

祉

会
館

一

階

ロ

ビ

ー
（
松

戸
駅
西

口
か

ら

京

成

バ
ス

「
市

川
行

き
」

で

、

浅

間
台

下

車
）

内
容

陶

芸
・

縫

製

・
木

彫

な
ど

約
七
百

五

十

点

を
出

品

願
の

ぞ
み

学

園

（

総
合

福

祉
会

咫
内
)
e
6
8
1
1
6
5
5

番
・

四
6
8－
1
6
3
2

番

夏

休
み
子

供
歴

史
教
室

７
月
2
2日

興
・
2
3日

㈹
、
午

前
1
0時
～
午
後
４
時

会
場
新

松
戸
郷
土
資
料
館
（
新
松
戸
支

所
三

階
）

対
象
市
内
の
小
学

四

上
（

年
生
・
先
着
二
十
人

内

容
体
験
学
習
＝
身
近
な
薬
草

調
べ
・
ま
こ

も
の
馬
作
り

惠
７
月
1
0日
困
ま
で
に

、
電
話

で

轍
新
松
戸
郷
土
資
料
館
・
1
4
4

－
1
9
0
9

番
（
水
～
日
曜
日
の

午
前
1
0時
～
午
後
４
時
の
間
）へ

子
育
て
ト
ー
ク
Ⅱ

７
月
９
日
㈹
午
前
1
0時
3
0分

～
正
午

会
場
青
少
年
会
館

費
用
八
百
円

内
容
「
子
育
て

か
ら
の
出
発

、
語
り
の
文
化
を

求
め
て

」
講
師
＝
浜
島
代
志
子

氏

定
員
五
十
人
（
保
育
あ
り
）

匣
電
話
で
、
お
は
な
し
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
・
笹
木
・
1
4
7
－
9
2
4

4
番
へ

悠
水

書
道

会
十

周
年
記

念
展

７

月
1
3日
出

・
1
4日
㈲
、
午

前
９

時
～
午
後
５
時

会
場
小

金
市
民
セ
ン
タ
ー

″
1
4日
の
午
後
１
時
3
0分
か
ら

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
民
謡
の

旅
」

を
行
い
ま
す
。

黷
悠
水
書
道
同
好
会
・
嶋
根
｀

4
1－
0
8
4
0

番

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

映

画

会

７

月
2
1
日

㈲

の

午

前
1
0
時

～

い１１一
時
3
0
分

・
正

午

～

午

後
１

時

3
0分

・
２

時
～
３

時
3
0
分

・
４

時

～
５

時
3
0
分

の

四

回
上

映

会

場

市

民
会

館

内

容

「
花

の

ズ
ッ
コ
ケ
児
童
会
長
」
「
三
丁

目

物

語
」

費

用

前

売
り

で

小

学

生
以

上

八

百

円

、
四

歳

～

未

就

学

児
六

百

円

頸

松

戸
手

を

つ

な

ぐ
親

の

会

事

務

局
｛
1
6
7－
9
5
8
4

番

と

う
も

ろ
こ
し

直
売

園

を
開

設
し

ま

す

開
設
地
区
西
馬
橋
開
設
日

時
７

月
2
0日
出

ご
ろ

、
午
後
４

時
～
６
時

圉
電
話
で

、
千
葉
小
金

農
協
四

4
2－
1
0
7
9

番
へ

（
月
～
金

曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

親
と

子
の

東
京

湾
視
察

会

８

月
３
日
出
①
午
前
1
0時
～

正

午
②
午
後
１

時
～
３
時

内

容
水
質
汚
濁
の

現
状
と
家
庭
で

で

き
る
水
質
浄
化
対
策
の
簡
単

な
説
明
・
展
示
の
紹
介
後
、
視
察

船
に
よ
る
千
葉
港
周
辺
視
察
と

水
質
調
査
の

実
演

定
員
①
・

②
と
も
小
中
学
生
の
親
子
二
百

五
十
人

匣
７
月
1
5
日
囲
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、封

書
に
返
信
用
封
筒
（
六

十
二
円
切
手
を
張
り
、
宛
先
を

記
入
し
た
も
の
）
を
同
封
し
、

乗
船
希
望
時
刻
・
乗
船
希
望
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
（
小
・
中

学
生
は
学
年
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し

、
〒
2
6
0
－
9
1
千
葉
市
中

央
郵
便
局
私
書
箱
四
〇
号
千
葉

県
環
境

部
水
質
保
全
課
水
質
監

視
係
(

≪
0
4
7
2
－
2
3
1
3

8
1
3

番
）
へ

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
・
旧
日
光

期
日
８

月
1
7日
出
～
1
9日
㈲

場
所
千
手
ヶ
浜
キ
ャ
ン
プ
場
（
日

光
中
禅
寺
湖
畔
）

対
象
中

学

生
先
着
八
十
人

費
用
一
万
円

惠
７
月
3
1囗
困
ま
で
に

、
松
戸

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
こ
ど
も
課
内
）
へ
電

話
予
約
の
う
え
、
８

月
２
日
面

ま
で

に
参
加
費
を
持
参
し
て

申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

黷
こ
ど
も
課
育
成
係

小
金
南

中
学

校

・
小
金

小

学

校
Ｐ
Ｔ

Ａ
コ

ー
ラ

ス
サ

マ

ー

コ

ン
サ

ー
ト

ア
月
1
3日
出
午
後
４

時
開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

ゲ
ス
ト
ニ
期
会
・
松
本
進
氏

覬
丸
山
四
4
3－
9
0
8
2

番

新
松

戸
ま

つ
り

７
月
2
0日
出
・
2
1日
㈲

、午
前

1
0時
～
午
後
９
時
3
0分

会
場

新
松
戸
け
や
き
通
り
の

「
ゆ
り

の
き
通
り
」
交
差
点
か
ら
「
夾
竹

桃
通
り
」
交
差
点
ま
で
の
間
（
歩

行
者
天
国
）

内
容

①
小
・
中

学
生
音
楽
隊
の
演
奏

②
盆
お
と

り
競
技
会
③
カ
ラ
オ
ケ
の

ど
自

慢
大
会
④
口
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど

※
②
～
④
の
出
場
者
を
募
集

黷
新
松
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
・

宮
井
｛
1
4
7－
5
3
5

3
番

国

民
文
化

祭
千

葉
湖

「
人

形

劇

フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
盛

り

上
げ

る
会

」

７

月
1
3日
出
午
後
１
時
～
３

時

会
場
市
民
劇
場

内
容
説

明
会
と
設
立
会

蠢
膕
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

｀

4
4－
3
0
3
7

番

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン

グ
大

会

７
月
2
0日
出
午
後
８
時
～
刀

日
面
朝
に
か
け
て

コ
ー
ス
松

戸
三
郷
有
料
道
路
下
～
野
田
の

江
戸
川
沿
い
を
往
復
（
四
二
・

一
九
五
べ

三
十
冫
の
二
コ

ー

ス
あ
り
）

対
象
市
内
在
住
の

小
学
生
～
十
八
歳
未
満
の
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
・
先
着

二
百
人

費
用
五
百
円

隰
７
月
1
5日
㈲
ま
で
に
、
参
加

費
持
参
の
う
え
、
松
戸
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
こ
ど
も
課
内
）
へ

白
ば
ら
夏

休

み
親
子

映
画

会

７
月
2
8日
面
午
前
９
時
3
0分

と

午
後
１

時
開
場

会
場
市
民

会
館
内
容
「
山
ね
ず
み
口
ッ

キ
ー
チ
ャ
ッ
ク
（
ア
ニ
メ
）
」

・

「
ド
カ
ベ
ン
（
ア
ニ
メ
）」
・

「
あ
り
が
と
う
ハ
ー
ナ
」
定

員
各
回
と
も
先
着
干
二
百
人

費
用
無
料

※
保
護
者
同
伴
で

来
場
し
て
く

だ
さ
い
。
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

蠢
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

納

涼
盆

栽
展

７
月
2
0日
出
・
2
1日
㈲
、
午

前
９
時
～
午
後
５

時

会
場
稔

台
市
民
セ
ン

タ
ー
本
館

内
容

盆
栽
展
示
（
水
石
を
含
む
）
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
併
設

残
稔
台
盆
栽
愛
好
会
・
岩
村
酋

6
4－‐
９
】叭
）７
４

番

学

童
保
育

文

化
行

事

７

月
2
0日
圉
午
後
３

時
と
６

時
か
ら
の
二
回

会
揚
市
民
会

館

費
用

参
加
費
千
五
百
円（
四

歳
以
上
）

内
容

「
大
地
か
ら

の
鼓
動
」
劇
団
荒
馬
座

黯
松
戸
放
課
後
の
こ
ど
も
の
指

導
研
究
会
・
桂
川
・
1
4
1

－
8
4

2
3
番

健
康

カ
ラ

オ
ケ
コ

ン
テ
ス

ト

７

月
2
5日
用
午
後
６
時
開
場

会
場
市
民
劇
場

費
用
五
百
円

残
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
・
1
4
1

－
3
6
2
3

番

松
戸

友
の
会

「
家

族
の

生
活

」
展

７
月
1
0日
用
～
1
4日
収
、
午
前

1
0時
3
0分
～
午
後
４

時
（
最
終

日
は
午
後
３

時
ま
で

）

会
場

文
化
ホ
ー
ル

費
用
会
員
券
四

百
円
、
中
高
生
二
百
円
、
小
学

生
百
円
（
い
ず
れ
も
前
売
り
の

み
）

内
容
幼
児
か
ら
お
年
寄

り
の
生
活
の
実
際

茴
藤
井
｛
。
6
3
－
7
6
2
2

番

夏

は

カ

レ
ー
会

７
月
2
1日
収
午
前
1
0時
～

午

後
５
時

会
場
新
松
戸
中
央
公

園

対
象
市
内
在
住
の
小

学
生

費
用
保
険
料
な
ど
四
百
七
十
円
、

米
一
合
半
ほ
か
持
参

内

容
は

ん

ご
う
炊
飯
・
集
団
遊
び

惠
７
月
1
7日
困
ま
で

に
、
電
話

で
か
っ
は
組
・
相
田
・
1
4
4
－
5

8
3
9

濤
へ

鎌
倉

彫
桂
雅
会

二
十

周
年

展

７
月
1
0日
困
～
1
4日

㈲
午
前

1
0時
～
午
後
６
時

会
場
文
化

ホ
ー
ル

費
用
無
料

頸

鎌
田

｀
4
4－
9
6
7
8

番

昨年のサマーキャンプ(群馬県赤城で)

ス
ポ
ー
ツ

市
民
水
泳
大
会

７
月
2
8日

㈲
午
前
９

時
開
会

会
場
運
動
公
園
プ
ー
ル
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小

学
生
～
大
人
ま
で
。
一
人
二
種

目
以
内

費
用
一
人
三
百
円

兩
７
月
1
3日
出
・
1
4日

倒
の
午

後
５
時
～
６

時
の
間
に
、
費
用

を
持
参
し
て

、
直
接
中
央
公
園

プ
ー
ル

ベ

蠢
ス
ポ
ー
ツ
課
四
6
3－
9
2
4

1
番

バ

レ
ー

ボ
ー

ル
教
室

７
月
９
日
～
3
0日
の
毎
週
火

曜
日

、午
後
７

時
か
ら

会
場
小

金
原
体
育
館

対
象
一
般
市
民

費
用
保
険
料
三
百
円

圃
当
日
会
場
で

默
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
四
4
3

－
6
6
0
8

番

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
ダ

ブ

ル
ス
大

会
７
月
2
8日
収
午
前
９

時
～

午

後
５
時

会
場
小
金
原
体
育
館

種
目
男
女
と
も
１
部
～
４

部

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

費
用
登
録
者
一
人
千
二

百
円
、
未
登
録
者
一
人
千
五
百

円隰
７
月
2
0
日
出
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
ー

八
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷

川
俊
夫
(
U
4
1－
7
9
2
5

番
）

へ

「

勤
労
青

少
年

の
日

」記
念

ボ

ウ

リ
ン

グ
大
会

７

月
2
3日
収
午
後
６
時
開
始

会
場
と
き
わ
平

ボ
ウ
リ
ン

グ
セ

ン
タ
ー
（
常
盤
平
駅
前
）
定
員

先
着
百
人

費
用
ゲ
ー
ム
代
・

靴
代
千
百
五
十
円

圃
電
話
で
商
工
課
労
政
係
へ

お
知
ら
せ

通
行

量
調
査

の

ア
ル

バ
イ
ト

募
集７

月
2
8日
収
・
2
9日
収
、
午

前
８
時
～
午
後
７

時

調
査
場

所
松
戸
駅
な
ど
駅
周
辺

日
当

七
千
六
百
円
（
交
通
費
込
み
）

定
員
先
着
百
六

十
五
人
（
一
局
校

生
不
可
・
二
日
間
可
能
な
古

圉
電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所

｀

6
4－
3
1
1
1

番
へ

松

戸
駅
市

民

ギ
ャ

ラ
リ

ー

利

用
受

け
付

け
と

説
明

会

７

月
1
5日
向
午
後
６

時
3
0分

か
ら
（
時
間
厳
守
）

会
場
市
役

所
議
会
棟
三
階
特
別
委
員
会
室

持
ち
物
筆
記
用
具
・
印
鑑

利

用
受
付
期
間
1
0月
５
日
出
～
1
2

月
2
6日
困
の
分

※
空
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
７

月
1
7日
困
か
ら
社
会
教
育
課

で

、
電
話
に
よ
り

受
け
付
け

し
ま
す
。

黯
社
会
教
育
課
成
人

教
育
係

退
職

金
づ

く
り

は
中

小
企

業

退
職

金
共

済
制
度

で

掛
け
金
の
一
部
と
制
度
の
運

営
費
は

、
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
掛
け
金
は
全
額
非

課
税
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

蠢
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

団
相
談
コ
ー
ナ
ー
四
0
3－
3
4

3
6
1
4
3
5
1

乕

まつど今昔

写真館

北松戸駅の開設

北
松

戸
駅

付

近
（
昭

和
3
3
年

）

ＪＲ北松戸駅は松戸競輪場( 昭和25年５月開設) の競輪開催日だ

けの停車駅として、昭和27年５月に開設されました。

常設駅にしたいという地元民の願いは大きく、市議会内に常設駅

実現促進委員会が設けられるなど、市をあげての運動の末、昭和33

年12月25日正式の駅として開業しました。

現在駅付近には、北松戸工業団地(昭和35年から造成)や、市立病

院などもあり、１日平均21,000人余り(平成元年度)の乗降客が利用

しています。



1991 年(平成３年)７月５日

ご参加ください 情報
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
機

器
操

作
講

習

会７
月
1
3日
出
午
後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0分

会
場
青
少

年
会

館
樋
野
口
分
館

費
用
無
料

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女
先
着

二
十
人
（
三
十
歳
未
満
優
先
）

匣
電
話
で

青
少
年
会
館
本
館

容

4
4－
8
5
5
6

番
へ

「

ベ
ン
ポ

ス
タ
」
子

ど
も
共

和

国

上
映

と
講
演

会

了
月
1
4日
㈲
午
後
２
時
～
４

時
1
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
大
人
千
円
、
小

中
高
生
八
百
円

内
容
映
画
と

村
田
栄
一
氏
の
講
演

黯
ぐ
り
ぐ
ら
文
庫
・
ニ
ノ
倉
容

8
8－
（
乙
冖ｎ
）０
８

番

中
・
高
校
生
ふ
る
さ
と
学
習

８
月
２
日
窗
・
３
日
出
〔
一

泊
二
日
〕

会
場
流
山
青
年
の

家

費
用
二
千
五
百
円

内
容

講
演

示

金
牧
の
歴
史
」
松
下

邦
夫
氏
、
実
地
見
学

践
流
山
青
年
の

家
・
陰
山
容
0

4
7
1
－
5
9
1
2
0
0
4

番

サ
ー
ク
ル
・
オ
ブ
・
マ
ザ
ー

（
母
親

講
座

）

７

月
1
4日
㈲
午
前
1
0時
3
0分

～
正

午

会
場
小
金
原
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ

ー
ル

費
用
テ
キ
ス

ト
代
三
百
円
内
容
「
子
ど
も

の
受
験
に
ど
う
備
え
る
か
」

黯
狩

野
a
6
4－
7
5
3
6

番

夏
休
み
陶
芸
一
日
教
室

７

月
2
1
日

収

～
兄
一
日
困

午

前

の

部
＝

９

時
3
0
分
～

１１
一
時
3
0
分

、

午

後

の
部

＝
２

時
～
４

時

（
い

ず

れ
か

都

合

の

良
い

日

一

回
）

会

場

陶
松
（
市

立
病

院

裏
）

費

用

五

百
円
（
陶
土

・
焼

き
代

別

）

定

員

一
回

先

着
十

二

人

匣

電

話
で

縄

文
土

器

を

作

る
会

・

小

堀
｛
1
6
8
j
7
7
2
6

番

へ

松
戸
市
の
福
祉
を
考
え
る
会

十

周
年

記
念

講
演

会

７
月
1
9日

窗
午
前
1
0時
3
0分

～

午
後
Ｏ

時
3
0分

会
場
婦
人

会
館

内
容
「
高
齢
者
福
祉
は

自
治

体
の
責
務
＝・
や
さ
し
く
住

み
よ
い
松
戸
市
を
」
講
師
＝
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
大
熊

一
夫
氏

類

斉
藤
四
6
6－
8
5
0
9

番

初
心
者
手
品
匹
講
習
会

７
月
1
4日
・
2
1日
・
2
8日
の

各
日

曜
日
、
午
後
１
時
～
４

時

会
場
婦
人
会
館

費
用
教
材
費

三
千
円

三

回
分
）

黯
松
戸
奇
術
会
・

岩
田
四
6
2－

2
7
1
5

番

障
害
者
に
理
解
を

サ
ー
ク
ル

松
戸

ド
イ

ツ
語
読

書
会

毎
週
土
曜
日

、
午
後
２

時
～

５

時
吊

級
）
、
午
後
３
時
～
５

時
（
初
級
）

会
場
馬
橋
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
月
千
円
（
入

会

金
な
し
）

蠢
元
木

’‘
4
5－

8
4
6
6

番

（
夜
７
時
以
降
）

2
0世

紀

ヶ

丘

ヨ

ガ

体

操

サ

ー

ク

ル毎
週

木
曜
日

、
午

後
７

時

～

８

時
3
0
分

、

毎
週

土

曜
日

、
午

前
1
0
時
工
1
1
1
1

一
時
3
0
分

会

場
二

十

世

紀

が
丘

市
民

セ

ン

タ

ー

費

用
月

三

千
円
（
入

会

金
千

円

）

黯

渡

辺

｀
6
1
1
1
9
8
7

番

馬

橋

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎

週

月

曜
日

月

三

回

）
、

午

前
1
0
時
～

正

午

会
場

馬

橋

東

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

二

千

円
（
入

会
金
千
円
）

蠢
小
曽
根
四
4
1－
3
2
7
9

番

女

声

合
唱
団

瑞
季

毎
週
水
曜
日

、
午
前
1
0時
～

午
後
Ｏ

時
3
0分

会
揚
五
香
市

民
セ

ン
タ
ー

費
用
月
二
千
円

（
別
途
積
立
金
千
円

、
入
会
金

な
し
）

蠢
中
川

四
8
5－
5
4
8
8

番

松
戸

邦
楽

会
小

唄
藤
会

毎
週
金
曜
日

（
月
三
回
）
、

午

前
1
0
時
～

午

後
１

時

会

場
市
民
会
館

費
用
月
二
千
円

入

会
金
な
し

）

鵞
薬
師
寺
四
6
2－
4
0
7
1

番

健
康

づ
く

り
グ

ル
ー

プ

（
ス

ト

レ
ッ
チ

と

フ
ォ

ー
ク

ダ

ン
ス
）

毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時
～

３

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
月
五
百
円
（
入
会
金

な
し
）

蠢
鈴
木
四
6
2
1
4
1
3
0
番

婦
人

就
業

技
術
講

習
会

科 目 内 容 対 象 期 間 定 員

経理事務科
簿記検定３級

程度

初心者

9/17～11/5の毎週火･木・金曜

日（21日間）

各20人

ワード・プロ

セッ サー科

基礎から３級

程度

謚 猷ﾑ 悩 尸 ９ ゛

４次…9/3 ～11/22の毎週火・
金曜日（21日間）

和 裁 科 長じゅ ばん

多少経験の

ある人

9/3 ～10/14の毎週月･火･木･金

曜日（21日間）

縫 製 科

(動力ミシン)

ス カ ート

ブ ラ ウ ス

9/2 ～10/11の毎週月･火･木･金

曜日(21日間)

ジャ ケット

スカートや

ブラウス程

度縫える人

10/14～11/19の毎週月･火一木･金

曜日（21日間）

会
場
千
葉
県

婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
９
時
3
0

分
～
午
後
３
時
3
0分

対
象
技

術
や
資
格
を
身
に
つ
け
て
就
業

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
女

性

費
用
教
材
費
の
み
自
己
負

担豪
子
供
同
伴
で

の
受
講
は
で

き

ま
せ
ん

。

惠
７
月
1
6日

㈹
～
1
8日

閑
の
間

に
、
本
人
が
印
鑑
と
ハ
ガ
キ
を

持
っ
て
、
直
接
、
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
千
葉
港

四
ー
三
千
葉
県
経
営
者
会
館
内

｛
1
0
4
7
2
－
4
7－

８
５
４
へノ
.
J

番
｝
へ

保

健
衛

生

子
宮
が
ん
集
団
検
診

2
3図

2
2目

１９

愬

１８
附

１７
困

1
6固

り
函
一

‥
‥
内

７

ご
１０

伽

期

日

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

衛
生
会
館

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

衛
生
会
館

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

会

場

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以

上
の
女
性

内
容
検
診
車
に
よ

る
集
団
検
診
方
式
の
頚
部
が
ん

細
胞
診
（
必
要
な
人
に
限
り
体

部
が
ん
細
胞
診
）

費
用
頚

部

が
ん
、
体
部
が
ん
各
四
百
円
（
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

老
人
医
療
対
象
の
人
は
無
料
）

炎
「
年
度
、
市
内
受
託
医
療
機

関
で
受
診
し
た
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
の

着
用
は
避
け
て

く
だ
さ
い

。

生
理
中
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

匣
当
日
の
午
前
９

時
3
0分
～
1
0

時
の
間
に
、
直
接
会
場
で

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

三
歳

児
健
康

診
査

対
象
の
幼
児
に
は
、
健
康
診

査
票

を
送
り
ま
す
の
で

、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
決
め
ら

れ

た
日

時
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

対
象
昭
和
6
3年
３

月

―
日
～

3
1日

生
ま
れ
の
幼
児

健
診
日

７

月
1
0日
困
・
1
6日
㈹
・
2
3日

内
3
0
日
㈹

会
場
松
戸
保
健
所

※
該
当
す
る
幼
児
で
、
健
康
診

査
票
が
届
か
な
い
場
合
は

、

ハ
ガ
キ
に
左
記
項
目
を
明
記

し
て

、
連
絡
く
だ
さ
い
。

黯
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

≪

5
1
1ら乙
ｌ
ｎ
乙
ｌ
番

夏

休

み
中

の
市

立
病

院
眼

科

外
来

は
予

約
制

夏

休
み
（
７

月
1
5日
㈲
～
９

月
1
0日
叫
）
の
幼
児
（
三
歳
以

占

、
小
中
学
生
の

斜
視
・
弱

視
・
視
力
・
屈
折
異
常
（
遠
視

・
近
視
・
乱
視
）
な
ど
の
検
査

は
、
予

約
制
と
な
り
ま
す
。

惠
７

月
５
日
脂
か
ら
、
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
後
２

時
～
４

時

の
間
に

、
電
話
で

市
立
病
院
眼

科
外
来
・
1
6
3
1
2
1
7
1内
線

2
1
0
6

番
へ
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

愛
の
献
血
と
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査

期 日 会場 時 間 主 催
レント

ゲン

７／５哨

小金市民センター
午前９時30分

～11時

健康づくりグルー

プ「ＫＴＫ」
有

市民会館駐車場
午後１時

～４時
にこにこ商店会

無
８(月)

松 戸 駅 東 口
午前10時～11時30

分と

午鐓１時～４時

松 戸 市

2咄

※
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
は
十
五
歳

以
上
の
市
民
対
象
。
四

十
歳

以
上
で
必
要
な
人
に
限
り
、

喀
痰
細
胞
診
（
四
百
円
）
が
受

け
ら

れ
ま
す
。

保
健

所

だ

よ
り

①
通
院
医
療
費
を
補
助

対
象
精
神
・
神
経
科
関
係
の

通
院
治
療
を
し
て
い
る
人

②
酒
の
悩
み

ご
と
相
談

毎
月
第
二
木
曜
日
、
個
別
相

談
（
予
約
制
）
＝
午
後
１
時
か

ら
、
グ
ル
ー
プ
活
動
（
自
由
参

加
）
＝
午
後
２
時
3
0分
か
ら

悪
①
・
②
と
も
松
戸
保
健
所
予

防
課
f
1
6
1

－
2
1
2
1

番

③
療
育
相
談

７
月
1
1日
困
午
後
１
時
～
１

時
3
0分
の
間
に
受
け
付
け

会

場
松
戸
保
健
所
対
象
乳
児
の

股
関
節
脱
臼
検
診
米
受
診
者
や

整
形
外
科
学
領
域
の
診
察
・
相

談
な
ど
を
希
望
す
る
十
八
歳
未

満
の
人
（
乳
幼
児
の
人
は
、
母

子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

匣
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

北松戸駅が常設駅となった時の記念写真(昭和33年)

古

い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写

真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

寶
広

報
課

松戸競輪場付近(昭和33年)

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

●夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………H68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5畤～午前9時

テレホンサービス……………………c66-001OS

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレ ホンサービス……………………S66-001OS

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………a65-34308

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

固
健
康
管
理
課
業
務
係

導
課
｀
6
1
－
2
1
2
1

番
へ



第７５８号

この数なあに？

88

織
り
姫

は
「
こ

と
」

彦

星
は
「
わ
し
」

笹
の
葉
さ
ら
さ
ら
ー
と
、

七

夕

祭
り

。

七

夕
に

ま

つ

わ

る

伝

説
の

中
で

有

名
な

の

は

、
織

り

姫
と

彦

星

が
天

の

川

を

挟
ん

で

年
に

一
度

会
え

る
、

と
い

う

話
で

す
。

織

り
姫

は

「

こ
と

座

」
の

ベ

ガ

、
彦

星

は

「

わ
し

座

」
の

ア

ル

タ

イ
ル

と
い

う

一
等

星
で

、

星

座

を
形

づ

く

っ
て

い

る

星
の

一
つ

で

す

。

星
座

は

、

輝

く
星

々

を

動
物

や

神

話
の

登

場
人

物

に

見

立
て

た

も
の

で

、

現

在
、

黄

道

十
二

（

星
占

い
で

有

名
な

星

座

）
、
北

天

二

十

八

、
南
天

四

十

八

の
「

八

十
八

」

の
星

座

が

定
め

ら

れ
て

い

ま

す

。
こ

れ
は

、
紀
元

前

か

ら

伝
わ

る
星

座
に

加

え
て

、

学
者

の

間
で
新
星
座
づ
く
り
が
流
行

し

、
さ
ま
ざ
ま
な
星
座
が
生
ま

れ
て
混
乱
を
生
じ
た
た
め
、
一

九
三
〇
年
、
国
際
天
文
学
連
合

が
整
理
し
た
も
の
で
す
。

松
戸
で
見
え
る
星
の
数
は
、

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

市
民
会
館
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

で

は
、
満
天

の
星

が
輝
い
て
い

ま
す
。
季
節
の
星
座
の
紹
介
や

星
座
に
ま
つ

わ
る
神
話
な
ど
、

お
よ
そ
四
十
分
の
星
空
旅
行
へ

と
皆

さ
ん
を

ご
案
内
し
て
い
ま

す
（
夏
休
み
中
の
投
影
時
間
な

ど
は
４

ペ
ー
ジ
参
照
）。

先
人
が
夜
空
に
描
き
残
し
た

星
座
た
ち
。
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
は
、
い
か
が
で
す
か
。

あな た の撮っ た スナップ 写真( 街 の話 題 ・

身 近な 出来 事 など) を お寄 せく ださ い。採用

の方 に は記 念品 を差し 上げ ます。〔鵬広報 課

若
い
感
性
が
キ
ラ
リ
光
る

松
戸
・
東
葛
地
区

高
校
美
術
展

高校生の力作が並んだ文化 ホールのギャラリー

改装したばがりの文化ホールで、

松戸・東葛飾地区の公・私立高校

29校による美術の展覧会が、６月

４日がら11日間の会期で行われま

した。

日ごろの美術活動の成果を発表

する場として、今回で11 回目の開

催となり、会場には約300 人の生

徒の力作がズラリ。

会期中は多くの人が訪れ、若さ

あふれる作品に見入っていました。

日本皐月協会の

理事長に就任した

渡辺義春さん

サ
ツ
キ
を
一
途
に
育
て
て
き

た
情
熱
が
、
語
り
口
か
ら
あ
ふ

れ
て

く
る
よ
う
だ
。
サ
ツ
キ
の

人
、
渡
辺
さ
ん
。
市
内
の
愛
好

家
の

間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
人

で

あ
る
。「
家
を
空
け
る
と
き
が

一
番
心
配
で
す
。
サ
ツ
キ
も
生

き
も
の
で
す
か
ら
ね
え
」
。
渡
辺

さ
ん
の
目
が
ふ
と
優
し
く
な
り
、

サ
ツ
キ
ヘ
の
愛
情
が
垣
間
見
え

た
。三

年
前
に
日
本
皐
月
（
さ
つ

き
）
協
会
の
相
談
役
に
選
ば
れ
、

今
回
理
事
長
に
就
任
し
た
。
業

者
で
は
な
い
愛
好
家
か
ら
の
理

事
長
誕
生
は
初
め
て
の
こ
と
で

あ
る
。

同
協
会
は

、
全
国
に
五
千
人

も
の
会
員
を
有
し
、
古
い
歴
史

を
持
つ

権
威
あ
る
団
体
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
さ
ん
は

協
会
の
松
戸
支
部
長
を
二
十
年

近
く
も
務
め
て

き
た
。
そ
の
か

た
わ
ら
、
個
人
で
サ
ツ
キ
の
展

示

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
意
欲

的

に

サ
ツ

キ
盆

栽

に

取
り

組

ん

で

き

た
。

そ

の

実

績

を
高

く

買

わ

れ
て

、

今

回

理

事
長

に

抜
て

き

さ
れ

た

。

「
好

き

な

サ
ツ

キ
を

ず

っ
と

育

て
て

こ

ら

れ

た

こ

と

だ
け

で

も

あ

り

か
た

い

こ

と

な
の

に

、

そ

の

大

好

き
な

分

野
で

大

役
を

務

め

さ
せ

て

い

た

だ

き

、
本

当
に

光

栄
で

す
」

と

謙
虚

に

語

る

。

盆

栽

家
と

し
て

は

、
華

々
し

い
受

賞
歴

を

持
つ

サ
ツ

キ

盆

栽

の

名
手

で

あ

る

。
ど

ん

な

と
こ

ろ
に

ご
苦

労

が

、
と

の

問
い

に

、

「

自
然

の

ま

ま
に

育

て

、

花

を

咲
か

せ

る

だ
け

で

賞

が

頂
け

る

わ
け

で

は

あ

り
ま

せ

ん

」
。
ま

な

ざ
し

が
真

剣

味

を
帯

び
て

き
た

。

力

強
い

口

調
で

あ

る

。

「
展

示

会

の
日

程

に

合

わ
せ

、

ち
ょ
う
ど
そ
の
当
日
に
一
番
良

い
花
を
付
け
る
よ

う
に
も
っ
て

い
く
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

毎
日

怠
り
な
く
丁

寧
に
観
察
し

、

十
分
な
手
入
れ
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
」

「
も
ち
ろ

ん
、
こ
う
し
て
サ

ツ

キ
作
り
を
続
け
ら
れ
る
の
も
、

家
族
の
温
か
い

協
力
と
応
援
が

あ
っ
て
こ
そ
で

す
」
。家
族
の

話

に
な
っ
て
、
再
び
渡
辺
さ
ん
の

目
が
優
し
い
光
を
帯
び
て
き
た

。

（
上
本
郷
在
住
）

サツキ作りに情熱を注ぐ

展示会に出品さ れたサツキ

関東団地少年野球大会

牧の原ジュニアーズ優勝

６月２日、千葉市の千葉マリン

スタジフフムで行われた第21回関東

団地少年野球決勝大会で、牧の原

ジユニアーズが優勝しました。

この日の大会は、干葉・埼玉・

神奈川・東京の各地区で予選を勝

ち抜いた代表４チームが出場し、

準決勝と決勝が行われたものです。

同チームは毎週土 一日曜日、牧

の原小学校の校庭で練習に汗を流

しています。日ごろの練習の成果

を存分に発揮し、みごと栄冠を勝

ちとりました。

優勝祝賀会で乾杯 ／

本場イギリスのテキストで

レッツ・ダン

ス
婦
人
会
館
で
の
レ
ッ

ス
ン
の

様
子

市内在住の、65歳以上の熟年ペ

アが中心となって運営されている

「フレッシュ英語ダンスクラブ 」

を訪ねてみました。

レッスンは、社交ダンスの本場イ

ギリスのテキスト に基づき、英語

を使って行うというユニークなも

の。どのペアも生き生きと、楽し

そうにステップを踏んでいます。

レッスン後の交流のひとときも、

とてもなごやかな雰囲気でした。

スナップショッ
ト
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